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THICKENSは 3.3気圧'6時間蒸気処理を行った木材を即 ､空間嘩 16･1m/sec,温度 5'6OC
の勲砕処理を行い,褐色パルプに対してほ磨砕圧力が比較的小なる時が良い事を結論した.
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庸 1933年 W.KILPFERは Fichte,及び Kieferに就いて蒸気処理の温度,並に時間を種
稜変化せしめた棒の所要郵九 j叛 プの晶質等に関して詳細なる研究を行った結果,所要動九
紙葉の騒 変等に関しては 15OOC~附矧こ maxium pointがあり, 生産遠変に於いては mini-
mum pointがある事実を見揖した.
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著者は琶土産 トド橡を試料として KILPPER の実験を迫試し, この 159OC附近の特異性を確
かめると同坪に,この原因を探求しようとしてこの実験を行った.
甘･実 験 の ラ部
1.試料並に其の調嚢
∴試癖は置土産 トド聡≡(AbiesMayケianaMiyabeetKudo),直径22cm.年輪47;年輪密度








砕一木 擁 :小型試験用砕木椀 (当研究窒試料)
砕 木 ~石 :天然砂岩 (長崎県産)
日立方法 :Spiral3′ieadx8cut(dulbu-rr)
磨砕角度 J.I99度 (横躍磨砕).




























































に170OCに於いては其の原因が水蒸気些理に鮮る搾解損失の 為であるに反し. 1800C にあ りて
紘,溶解損失量の増大と草に磨枠に際して粉末化する部分が多く従って流失に依って損失したパ
ルプが相当量ある事を示している.
欝1表 実 験 錯 Y 果
蒸 気 処 理 政 党 (OC),義処理0 -loo -120 135 l150 iー60 170 160.
蒸 東 処 虚 圧 pオ p(東庄) 1 2.- ト3.2 ･4.-7- 一 6.-1 7.8 9.8
処 理 時 間 (時間 2 2 2 21 2 2
蒸気処理に依る溶解損失 (形)_率 -(対原木野草量) 0 1二申 2.62 3.49 . 6.10 8.82 14.25 18.80
磨碑に依る溶解碍失率 (形)(木粍乾量) 13.00 13.82 ll.78 一14.10 ll.60 9.98ー~.10.`95 15.20
仝 静 麻 -嶺 .央 車 (a/0.)(対原木褐乾草) , 13.TOO 15.40 14.40 17.70 17.70 18.80 25.20 314:00
収 率■(対原木粍乾量) (0/a) 87.0 84.6 85.6 82.5 め.3 ･81.2 74.8 66.0




く 1500C 附近に最低鹿を示している. 第 2図は
生産速度の逆数を示している事に注意あ り度し,
此の様に 1500C附近に生産速度の最低値を示す















これ等の関係は第 1表並に第 3図で示した･ 仝動力並に純動力共に 150OC 附矧こ最高値を有
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第2表 ノプル プ 張 匿 試 験 結 果 ▲
＼ 強医仲処王堅 叩 解 家電 還)呼 量.紙業 hT,2 永 分風乾試料に対する 厚 -さ 比 破 裂強 医紙柔 順 僅 墨 里長iooの厚j; 比 引 裂賂 医I.p<100号て戸 盈 :t:1枚観葉の限定を 断 裂 長 伸 長 率平均抗張力堕 し - 長距離坪 盈 か -さ厚 さ
(1)無処理 29 92.6 l2p.6 0.268 0.C9 17.27 2.ー89
(2日0〔′oC 25 86.3 12.2 完 可 声 ~ 16.99 2._94､.
(3日2OoC 20 61.6 12.5 二0.~2可 0.06 .-8.65~ 5:3.7
(4日35OC 29 ･85,1 12.5 ?.240 ｣ 0.P7 23.00～~ ･2.82-
(5日ECJOc 37 85.4 14.4 0.200∴~O.一81∵ ･49.00. 2.34
(6日6()oC 3L 108.6 13.3 0.24() 1.18 57.35 1842 ,1,22 2.21
(7日70oC 30 99.9 12.3 . . 74.6.7 ･….2] 1.31● 2:66






































































(5) Themimium pointsofproductionandthemaximum pointof Energy-con-
sumptionexistinaboutat1500C,andthisabnormalphenomenawas･recogniz-
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ed by W.Kilpperat1938.
(6) Itisseernedthattheoptimum temperatui･eofsteamingwasaboutat1600C
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